稲妻 

晴れた 夜、 地平線 上の空が 光る の をい う。 ドイツで 

はこれ を Wetterleucliten という。 虚 子の 句に 「 一 角 

せつもん いなずま 

に 稲妻 光る 星月夜」 と ある。 『説 文』 に 曰く 電 は 陰陽 

あいまい 

の激曜 するな リと はちと 曖昧で あるが、 要するに 陰陽 

の 空中 電気が 相 合する 時に 発する 光で ある。 遠方の 雷 

に 伴う 電光が 空に 映る の だが、 雷鳴の 音 は 距離が 遠い 

のと 空気の 温度 分布の 工合で 聞えぬ ので ある。 稲妻の 



が 出来そう である。 

(明治 四十 一 年 九月 十二 日 『東京 朝日 新聞』) 



二 

ひとは 

一 葉 

『淮南 子』 に は 一 葉 落而知 天下 秋と あるが、 植物学 者 

に 聞いて みると、 木の葉が 夏 過ぎて 落ち 散る の は 葉 g 

の 根元の 処に コルク 質の 薄い 層が 出来て そこ だけ 脆く 

なる から 少しの 風に でも 誘われて 天下の 秋 を 示す もの 

だそう だ。 また ある 人の 話に よると、 落葉樹の 葉の 中 

で 遅く 発育した のが まだ 十分 成熟 しないう ちに 早い 霜 

に 痛んで しまう と、 それき リ 発育が 止まって、 コルク 



質の 出来る 間が なく、 梢に 枯れた まま 淋しい 趣 を 見せ 

ると いう 事で ある。 

(明治 四十 一 年 九月 十三 日 『東京 朝日 新聞』) 



は 冷え やすいから 露 も 多くつ くが、 光った 金属 例えば 

金盥 など は 冷えに くいから 露 も 付きに くい。 熱帯 地 

方で は 露の 夥しく 降る 処が ある。 アフリカの コンゴ— 

河口に 近い 海岸で 一 夜に 降る 露の 量 は 地面 を 一 分 ほど 

の 深さに 蔽 うに 足る と いう。 

(明治 四十 一 年 九月 十七 日 『東京 朝日 新聞』) 



ら 長い 糸 を 出し その 糸の 端 を もって 栗の 殼を 烈しく 振 

リ廻 すと 音 を 出す が あれ も同理 である。 この種 類の も 

の は 大抵 ゥ 行に 近い 音 を 出す。 人間の 声で もゥ 行に 音 

を 出す に は 口 を 狭く 突き出さねば ならぬ。 「吹く」 と 

いう 言葉 も頰を 膨らし 口 を すぼめた 時に 出る 声から 

起った ものであろう。 

(明治 四十 一 年 九月 一 一十 五日 『東京 朝日 新聞』) 



てもと は 同名の 星座に 配して あった 十一 一宮 は 同名の 星 

座と 合わ なくなって 来たので ある。 秋分 点 あるいは 春 

分点が 天 を 一 廻りして 旧 位に 帰る までに は 二 万 五、 六 

千年の 星霜 を 経ねば ならぬ。 今から 一万 二、 三千 年の 

あま がわ 

子孫の 世に は 北極 はとんで もない 天の河の はずれ を 向 

いて、 七夕の 星が 春 見える ような 事になる。 こんな 変 

こ ま 

化の 起る 訳 は 地球の 自転の 軸が 独楽の 軸と 同じように 

徐々 に 味噌 摺リ 運動 を やる ためで ある。 

(明治 四十 一 年 九月 一 一十 六日 『東京 朝日 新聞』) 



は 厄介な もので、 この 障害 を 防ぐ ために 霧笛、 霧 砲な 

どと いう ものが 色々 工夫され た。 

(明治 四十 一 年 九月 三十日 『東京 朝日 新聞』) 



七 

霧の 海 

野原に 下りた 霧の 渺 々 として 海の ごとく 見 ゆる を 

いう。 ドイツに はこれ に 相当して Nebelmeer という 

字が ある。 仏国に も tine mer de brouillard という 語 

が ある。 

まがき 

霧の 笆 



(明治 四十 一 年 十月 一 日 『東京 朝日 新聞』) 



一 緒に 天井へ 上り 障子の 紙 を 透して 外へ 出る から 日本 

の 家屋で はそう 恐ろしい 害 はない。 また 炭火の 中で 炭 

酸 瓦斯が 還元して 一 酸化炭素 という 恐ろしい 毒 瓦斯 を 

作る 事 は あるが、 これ は 大抵 青い 焰を 上げて 燃えて し 

まう。 

(明治 四十 一年 十一月 十一 日 『東京 朝日 新聞』) 



えに くくな つて 永く 保って いる。 しかし 終に は 燃えて 

しまう の は 空気が 少しずつ 中 を 流通して いる 証拠で あ 

る。 

(明治 四十 一 年 十 一 月 十二 日 『東京 朝日 新聞』) 
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